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いか
るぎ
館
に物
置
新
設

頼
威
自
治
会
総
会
開
く

平
成
二
十
二
年
度
の
頼
成
自
治
会

総
会
が
、
二
月
十

一
日
い
か
る
ぎ

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
議
長
に
八

田
嵩
さ
ん
を
選
出
し
た
あ
と
議
事
に

入
り
、
い
か
る
ぎ
館
物
置
設
置
三
百

万
円
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
総
額
九
百

六
十
万
円
余
（自
治
会

・
振
興
会
予

算
の
合
算
額
）
の
今
年
度
予
算
案
が

全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
建
設
中
の
砺
波
束
バ
イ
パ
ス

の
開
通
式
が
二
月
二
十
七
日
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
宮
委
員
会
の
総
会
が
行

わ
れ
、
祭
礼
祭
事
費
二
十
二
万
円
余

を
主
と
す
る
総
額
百
二
十

一
万
円
の

予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
、
和
や
か
に
直
会
が
催
さ
れ
、
情
報
交
換
や

四
方
山
の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

◆
各
行
事
の
当
番

御
忌
　
善
導
常
会

二
月
十
四
日

尼
講
　
正
覚
常
会

六
月
十
三
日

お
盆
前
宮
掃
除

上
村
各
常
会

◆
主
な
役
職
員

林
神
社
氏
子
総
代

林
建
二
　
　
　
八
田
了

一

林
茂
之

頼
成
自
治
会
委
員
長

林
建
二

副
委
員
長

開
田
睦
秋
　
　
林
　
正
範

庶
務

　

　

　

　

八
日
俊
伸

会
計

　

　

　

　

開
田
哲
弘

文
化
部
長
　
　
　
小
森
兼
重

』姉卿ぎ境長螂際火帥嚇裁剛

者
　
　
　
　
　

林
　
繁
樹

常
任
委
員

　

　

一品
畠
尚
志

み
段
岬
の
つヽ
た

と
う
人
の
鼻

Ｆ
ｎ
春
に
よ
イ
未

よ
颯
末
ｆ
と

い
う
条

「
締
の
え
」

よ
り

彼
岸
寒
（ひ
が
ん
ざ
む
）
　

彼
岸
の
頃
、

木
の
芽
が
出
始
め
た
頃
の
寒
さ

般
若
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（辻
純
雄
会
長
）
主
催
の
高
齢

者
学
級
閉
講
式
が
、
二
月
九

日
般
若
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

閉
講
式
の
あ
と
、
散
居
村

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
砂
田
龍
次

館
長
の

「老
人
の
知
恵
に
学

ぶ
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

一̈
　
　
氏
は
粘
り
強
い
富
山
の
県

貯
　
人
気
質
が
、
越
中
の
自
然
と

先
人
の
努
力
に
依
る
こ
と
や
、
二
宮
尊
徳
の
像
が
今
も

県
内
に
数
多
ぐ
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
を
基
本
と

す
る

「報
徳
」
の
精
神
が
絶
え
る
こ
と
な
く
息
づ
い
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
全
て
今
日
の
老
人
達
の

生
活
の
知
恵
の
中
に
生
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
い
ろ

い
ろ
な
事
例
を
引
き
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

閉
講
式
に
相
応
し
い
有
意
義
な
講
演
で
し
た
。

「よ
し
、
輪
島
ま
で
行
っ
ち
ゃ
る
」

暗
い
世
相
に
明
る
い
話
題

将
来
、
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
、
日
本
航
空
石
川
高
校
の
推
薦
入
試
を
受
け
よ
う

と
、
新
幹
線

・
北
陸
本
線
を
乗
り
継
い
で
石
川
県
輪
島

市
に
向
か
つ
た
埼
玉
県
の
女
子
中
学
生
。
途
中
、
大
雪

に
よ
る
列
車
運
体
で
足
止
め
さ
れ
な
が
ら
も
、
付
き
添
い
の
母

親
と
三
百
キ
ロ
余
り
を
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
し
て
試
験
会
場
に
た
ど

り
着
き
無
事
に
受
験
し
合
格
し
ま
し
た
。

二
人
は
吹
雪
の
中
二
時
間
あ
ま
り
も
深
夜
の
夜
道
を
歩
き
、

よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
上
越
市
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、

居
合
わ
せ
た
ト
ラ
ツ
ク
運
転
手
に
頼
み
込
ん
で
乗
せ
て
も
ら
つ

た
の
だ
そ
う
で
す
。

と
騨
瑚
げ

一金
翻
雄
贖
は
い
わ
帥
練
硬
れ
一
い
ば
師
刺
響
た

「
入

』

し
、
輪
島
ま
で
行
っ
ち
ゃ
る
」
と
ハ
ン
ド
ル
を
輪
島
に
向
け
て

切
り
、
試
験
開
始
十
分
前
に
受
験
会
場
に
滑
り
込
ん
だ
そ
う
う

で
す
。呻̈̈

¨̈】̈一』囀一『魏一̈一̈一中動一『坤轟

林
監
事

常
会
長

っ
た
風
習
で
す
。
も
と
も
と
は
長
女
の
初
節
句
に
、
無
病
息
災
、

良
縁
を
祈
願
し
て
、
雛
壇
の
両
脇
に
飾
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
し

た
。
子
供
が
成
長
し
七
歳
に
な
る
と
新
年
の
ど
ん
ど
焼
き
に
焚
き

あ
げ
た
の
で
、
古
い
も
の
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

る
こ
と
に
よ
り
百
十
の
細
工
が
つ
る
さ
れ
た
も

の
が
基
本
型
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　
直
径
三
十
彙
ン
の
さ
げ
輪
に
百

七
十
彙
ン
の
長
さ
で
吊
る
し
ま
す
が
、
縁
起
物
で
あ
る
た
め
細
工
の

数
も
長
さ
も
全
て
奇
数
に
し
ま
す
。

制
作
と
解
説
　
武
部
琉
子
　
（正
覚
）

純
川北坂林次

原明東秀林
治

久
　
八
田
隆
友

齋
藤

一
夫
　
林

林
　
健
司

八
田
邦
夫

齋
藤
清
之

林
久
仁
彦

由
治

西
川
原

正
　
覚

差
口　
導

八
日
昭
夫

開
田
雅
弘

高
畠
誠
市

齋
藤
繁
範

房 木

―

１

１

１

＝

―

情

一

攣

『

中

マ

が
講
演

戸
時
代
か
ら
伊
豆
稲
取
地
方
に
伝
わ

驀

慶
仄
趾

』

高齢著挙級闘講式



二月のらんじょ浮世亭は、懐かしい日本の歌の合唱と三門明さん
の川柳による世相談義を楽しみました。子供時代に歌った唱歌や
数え歌などの数々を、坂東さんのリード、

一

のキーボード
伴奏で何曲も歌いました。

その間に三門明さんの世相を読み込んだ自作の川柳が、一句一
句軽妙なお話を添えて披露され、大いに感心したり笑ったりしまし
た。午後の書写・朗誦の集いは、仏説阿弥陀経の第十四回目。長丁
場の阿弥陀経の写経も、今回でいよいよい最終回を迎え、釈迦の説
法を聞き終えた佛弟子達がその教えを深く心に押しとどめながら立ち
去っていく部分と、最後の念仏・回向文とを書き終えました。全部で去っていく部分と、最後の念仏・回「
千九百九十字、始めた頃は果たして十字、始めた頃は果たして最後まで行き着けるかと思って

いましたが、ついに書き上げたという満足感を味わったひ
とときでした。

第ン31皿ザ晋εぷ£詈勁餘。再文ょリ
午後の書写と朗誦の集いはこれからも続けます。二月からは阿

弥陀経の読誦と蓮如聖人の御文を書写することになりました。
教文を声に出して読み、それを自分の手で書くことは、単に功徳

を得るだけでなく、老化していく脳の活性化にもつながります。
この機会にぜひご参加下さい。 1時 30分頃より

苺 ―苺
 路

地テシか見られる

よう切り替えますので

今すぐお金を

支払つてくたさい

洟
ヾ
亀

新
手
の
振
り
込
め
詐
欺
頻
需

オ
レ
オ
レ
な
ん
て
も
う
古
い

「振
り
込
め
詐
欺
」
と
い
う
の
は
、
被

害
者
に
直
接
対
面
す
る
こ
と
な
く
、
現

金
を
だ
ま
し
取
る
て
ぐ
ち
で
す
が
、
こ

の
頃
は
、
現
金
の
振
り
込
み
を
要
求
せ

ず
、

「上
司
が
取
り
行
く
」

「バ
イ
ク

便
業
者
を
向
か
わ
せ
る
」
な
ど
と
言
っ

て
、
自
昼
堂
々
と
顔
を
さ
ら
し
て
、
現

金
を
直
接
被
害
者
の
自
宅
ま
で
取
り
に

来
た
り
、
街
中
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て

受
け
取
っ
た
り
す
る
な
ど
の
手
目
が
ふ

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
官

（刑
事
）
や
銀
行
協

会
職
員
を
名
乗
り
、

「あ
な
た
の
口
座

が
犯
罪
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
手
続
き

が
必
要
だ
か
ら
教
え
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
も
預
か
る
」
等
と
言
い
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ

ま
し
取
り
金
を
引
き
出
す
手
日
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

麟
還
、　
一
番
多
軸
④
鐵

○
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

を
目
実
に
し
た
詐
欺
で
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
伴
い
、

ア
ン
テ
ナ
の
設
置

。
点
検
や
受

信
費
用
等
を
回
実
に
、
直
接
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
こ
と
ば
巧

み
に
現
金
を
詐
取
す
る
手
口
で

す
。総

務
省
や
公
的
機
関
な
ど
と

称
し
て
来
宅
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
受
信
の
た
め
の

不
当
な
費
用
請
求
や
勧
誘
、
モ

デ
ル
地
区
の
選
定
に
伴
い
助
成
金
を
受
け
取
る
た
め
の
費
用

を
請
求
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
絶
対
に
応
じ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

国
の
関
係
機
関
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
の

た
め
の
工
事
の
案
内
を
行
っ
た
り
、
工
事
を
受
け
付
け
た
り

す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
そ
の
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
直
ち
に
お
近
く
の
放

送
局
、
警
察
署
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

へ
連
絡
し
て
下

さ
い
。

（砺
波
市
生
活
環
境
課

０
７
６
３
百
３
Ｔ
ｌ
ｌ
ｌ

内
線
１
４
３

砺
波
警
察
署
　
＃
９
１
１
０
）

な
お
、
定
額
給
付
金
を
口
実
に
し
た
詐
欺
も
あ
と
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
ま
だ
、
定
額
給
付
金
の
給
付
等
を
受
け
て
居
ら
れ

な
い
方
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。

開
通
ま
で
い
よ
い
よ
秒
読
み

国
道
三
五
九
号
線
の
砺
波

東
バ
イ
パ
ス

（芹
谷

ｏ
高
道
間

六

・
一
ｂ
）
が
、
平
成
十
年
着

工
以
来
十
二
年
の
歳
月
を
か

け
て
、
よ
う
や
く
今
月
末
、

砺
波
野
大
橋
を
含
む
久
泉

・

頼
成
間
が
開
通
し
、
四
月
か

ら
供
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
区
間
の
供
用

開
始

で
、
頼

成
と
市
内
中
心
部
の
交
通
の
便
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
反
面
交
通
量
の
増
大
に

よ
る
安
全
上
の
問
題
や
旧
路
線
沿

い
の
商
店
街

へ
の
影
響
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
の
課
題
が
浮
上
す
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

饂
鏃
颯
饉
輻
鶯
畿

鋳
　

＝̈
薦
十
馨

（
拿
罐
轟
）

響
誂
九
鋳

二
十
彎

蔚
　

難
瞳
農

村
畿
墓

セ

ン
タ
‥

響
か
壕
ぎ
鱚

会
費
　
　
千
円

総
会
が
終
っ
た
あ
と
、
懇
親
会
を
行

い
ま
す
の
で
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

年
に

一
度
全
会
員
が

一
堂
に
会
す
る
機

会
で
す
。

誘
い
合
わ
せ
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

ラ告案内

:110120‐ 20‐ 07● 7
1贅ll時間 900-1フ 00)

2日 役員会
監査会
光寿会総会
御忌

バ′fパ」ス

開通式

10日

14日

27日


